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Ⅰ．問題　［発展途上の機種！］

Willcom社のW-ZERO3（シャープ製スマートフォン端末）の後続機種は、ザウルスのような機種になるであろう。その場合，OSとしてLinuxも候補にあがると考えられる。

W-ZERO3がザウルス後継機種になる予想する理由は以下のとおり。

①シャープは，ザウルスにLinuxを搭載した実績があり，開発スタッフ・技術・パテント・工場のラインなどの面で優位にたっている。Linuxとwindowsとの違いは，開発スタッフにとって障害とはならない。

②HDDを搭載するのであれば，コンピュータとの互換性を図るためにOSはwindowsかLinuxの選択に落ち着く。

③長年にわたって培ってきたザウルス・コンテンツの継承が鍵になる。

NTTがMSとの提携を強めていることから，最終的にはOSはwindowsになると予想される。

SONYの動向も注目すべきである。SONYについては，あらためてレポートする。

携帯電話の世界に新規参入するSBも，あらたな展開を見せるであろう。次世代モバイルコンピュータの開発には巨額な開発費を必要とする。企業提携の再編成やベンチャー参入など，あらたな展開を見せるであろう。

また，これら一連の変化は，コンピュータの世界観を変える可能性がある。SONY・SHARPともにそのことを認識し，戦略として機種の開発を進めていると考えられる。

Ⅱ．将来の姿（AHARPの戦略と関連して）

W-ZERO3は，過渡期の機種として位置づけるべきである。近未来の予想は，以下のとおり。

①OSはWindows Mobile。

②HDD（ハードディスク）搭載。

③価格は４万円。

　④VGA出力機能またはTV出力機能が搭載

　SHARPの提携希望先は，スケールメリットという面からも世界的な展開をしつつあるNTTであろう。したがって，OSは，NTTと提携したwindowsが優位に立っている。とくに，ビジネス界におけるMicrosoft officeの存在が大きい。

コスト的にはLinux優位。しかし，windowsはUSの戦略そのものであるため，windows優位に展開する状況は避けられない。

さらに，開発キットも流通しており、開発者が携帯電話に組み込みやすい環境を整えていることもwindows有利な展開となる条件と言い得る。

Ⅲ．ビジネスへの展開

現行W-ZERO３の課題は，バッテリー問題，データバックアップ問題などがある。

最も重要な問題はウィルス対策である。これに関しては，あらたなビジネス・モデルとして注目すべきである。

現在WindowsMobile5.0搭載機向けに出回っているウィルスの対策は，脆弱であると言わざるを得ない。Willcom社は，3月6日から同社Webサイトで無償アンチウィルスソフトをW-ZERO3向けに配信する。

ビジネス・モデルに関する予想は，以下のとおりである。

①NTTやAUなどがスマートフォンをリリースした場合は，ウィルス対策が最初から組み込まれていると予想される。ただし，スパイウエアなどのアンチウイルスに関しては，新しいビジネス展開の可能性がある。

②現在，PHSと無線LANのデータ通信を同時に行えない。

同時に行えるようになれば、新たなビジネス・モデルの展開が可能。

移動無線LANのアクセスポイントを利用することで，時間と空間の超克が実現。

Docomo が，W-ZERO3の世界に参入した場合，パケット通信料金の形態問題がある。Willcomはインターネット通信定額制を導入している。また，ソフトバンクの動向も注目に値する。これらの点に関しては，今後の課題としたい。

　以上
